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《若手理学療法士への期待》		

	

本理学療法士協会会員数は、2020 年 3 月末において 125,372 名であり、そのうち 30 歳以下の

者は 53,473 名と全体の 43％を占めています 1）。所属施設数は、徐々に増加しており、それに伴

い若手理学療法士の管理者は増えてきていると想定しております。2015 年の当部門の調査では、

管理経験が 5 年以下の管理者が 61％となっており管理職としての経験が浅い方が多い 2）ことも

我々理学療法士の現状の特徴かもしれません。		

	 管理部門では、会員の皆様の声にお応えし、会員の管理者としての成長支援を目的に「初めて

の人事考課」や管理系レポート作成や学会への演題登録の参考となる「事例検討会」を行ってき

ました。これらの参加者を対象としたアンケート結果で好評であった「事例検討会」は、本年度

も計画しておりましたが、対面によるグループ討議などを行うため、「COVID-19」の感染予防の

観点より中止とさせていただきました。	

この状況下において、感染対策を講じた上での新たな企画しておりますので、研究会など参加ご

検討いただけますと幸いです。	

	

	

《最近のトピックス》	

	

１.第 3 回管理部門研究会のお知らせ	

管理部門では理学療法管理の講演・シンポジウムや学術発表（一般演題）の場として 2020 年

11 月 7～8 日に合同学術大会を企画しています。	

URL：https://55thjsccpt-jsatpt-jspte-jsptm2020.org/	

理学療法管理者の所属する組織は、病院、クリニック、施設、通所事業所、訪問事業所等々、

事業形態・職種・地域において果たす役割も様々です。これら組織規模の大小や特性を対比する

ことで各組織のマネジメントを振り返り、今後の管理運営の参考となる学術研鑽の場とします。	

当初は学会場での開催を企画しておりましたが、コロナ禍のためウェブ方式での開催に変更し

ました。しかし、内容についてはほぼ計画のとおりの内容構成で実施する予定です。	

一般演題では、コロナ対策やクラスター発生病院からの報告など今まさに直面している事例の

報告もあり、第 2 波対策にも役立つものと考えます。またシンポジウムや教育講演においても、

経験豊富な先生方から、組織規模と管理、さらに感染対策や理学療法の有効活用についても言及

いただきます。	

第 3 回理学療法管理部門研究会は、新人や管理者の育成、経営分析、コンフリクト対応、働き

方改革、新規事業展開など管理者の果たすべき諸課題に向き合い、学び、情報共有する学術大会

となるよう準備しております。	

	



２.COVID19 対策について	

管理部門では医療安全に関わる“新型コロナ対策”	についての情報をご紹介しております。

感染対策、感染予防対応の際に参考にしていただければ幸いです。また、「実際に実施されてい

る感染予防対策を知りたい」との会員からのご要望に応え、4 月 20 日から本会会員を対象とし

てアンケート調査を実施しました。この調査内容は、「スタッフや患者様を守るための項目」を

中心としたものであり、このアンケートにご回答いただくことにより、自施設の感染対策の見直

しが可能となるようなチェックリスト形式としました。	

さらに、アンケートのまとめをご確認いただくことで他施設の取り組みを知ることができます。

自施設の今後の安全対策を強化する上での参考にしていただけると幸いです。	

また、今後第 2 波の可能性もある中、医療安全的な視点と医療事業継続の重要性も考えてゆけ

ればと思っております。	

	

http://jspt.japanpt.or.jp/kanri/news/coronasaisyu.html	

	

	

《今後充実を図りたいこと》	

	

これまで当部門は、会員の管理者育成を大きな目的のひとつとして活動してきましたが、先日、

日本理学療法士協会より今後の学会・部門は、「科学の追求」に重点を置く指針が示されました。	

当部門は、この協会が示す方針に賛同し、2021 年度事業計画では、JSPT2025 で重点課題と示

される「理学療法評価の標準化」を推進すべく、レジストリ収集に力を注ぎたいと思います。レ

ジストリを収集する中では、会員の皆様にお力添えを依頼すると思いますが、よろしくお願いい

たします。	

また、もう一つの重点課題である、「部門が主体となった研究」を計画実行していきます。具

体的な研究計画は検討中ではありますが、今後の「学会化」や「法人化」の礎となるものを想定

して活動して参ります。合わせまして、会員の皆様におかれましては、ご理解とご支援を賜れま

すと幸いです。	
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